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福岡市は、まちづくりの目標のひとつに「海と歴史を抱いた文化の都市」を

掲げ、実現を目指しております°　本市は原始より大陸文化流入の門戸として栄

え、市内に多くの埋蔵文化財が残っています°　このため、先人たちの足跡であ

る埋蔵文化財の保護に努めております°

今回報告いたしますのは、福岡市の西部、今宿平野を望む丘陵上に立地する

徳永古墳群の発掘調査記録です。

今後、本書および調査資料が学術研究だけにとどまらず、市民各位の埋蔵文

化財に対する認識を深めるために寄与することを深く願うものです。

最後になりましたが、発掘調査にあたり全面的にご協力いただいた地権者を

はじめ、御支援と御指導をいただいた関係各位に対し深く感謝いたします。

平成20年3月17日

福岡市教育委員会

教育長　山18藤綱
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凡　　　　例

1．本書は福岡市教育委員会が福岡市西区大字徳永字アラタ384－19・41の個人所有地内において、2002年度（平

成14年度）に実施した徳永古墳群H群第11号填．13号境の2基の発掘調査報告書である。徳永古墳群調査に

おいては第4次調査にあたる。

2．本書における調査の細目は次のとおりである。

3．方位は磁北で、真北に対して6°18′西偏する。

4．本書の遺構遺物の撮影および遺構の実測は瀧本正志、遺物の実測は榊原俊行、瀧本、トレースは末次由紀恵．瀧本

がおこなった。

5．本書の執筆．編集は瀧本正志が担当し、編集作業において中間千衣子の協力を受けた。

6．発掘調査に係る遺物・記録類のすべては、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵されている。

遺　 跡　 名 調査次数 調査番号 遺跡略号 調　　 査　　 地 面　 積 調　 査　 期　 間

徳永古墳群 H 群 4 次 0 2 2 2 T K K －4 西区大字徳永字アラタ38 4－19 ．4 1
24 9㎡

（古墳2基）
2 0 0 2．6．14 －2 0 0 2．8．2 9
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徳永古墳群第4次

第I章　はじめに

1・発掘調査に至る経緯

2002年（平成14年）1月17日、土地所有者の毛利ミチ子氏より福岡市教育委員会埋蔵文化財課へ福

岡市西区大字徳永字アラタ384－19、384－41地内における開墾による土木工事計画に先立つ埋蔵文化

財事前審査申請書が提出された。翌日の同年1月18日付で、毛利喜美男氏から同地開墾の説明と同

教育委員会による発掘調査の依頼が記された願書も提出された。埋蔵文化財課は、同申請書を同年

1月17日に受理、同月21日に書類審査を行い、当該地が周船寺丘陵山麓に位置する埋蔵文化財包蔵

地域の徳永古墳群H群11号墳および13号墳が登録されている範囲内であることから現地踏査を行う

こととし、同年1月31日に申請地において遺跡（古墳）の遺存状況調査を行った。申請地には遺跡

分布地図に記されたとおりに2基（11号墳・13号墳）の円墳が残存し、11号境は墳丘の中央部が陥

没していることから石室上部が欠失していることが想定されたものの墳丘全体としては際だった変

形が認められないことから築造時の状況を残していること、13号境は墳丘の一部を残すのみで石室

の主体部を含めた大半が欠失している事を確認した。このため、計画されている開発事業が実施さ

れた場合には遺跡に影響が出ることが明確となった。

これらの現地踏査結果を依頼者に回答するとともに文化財の取り扱いについて協議を行った結果、

埋蔵文化財発掘調査を開墾工事に先立って実施し、発掘調査にかかる費用については国庫補助事業

とすることを決定した。発掘調査は平成14年度、資料整理は平成19年度に実施した。

Fig．1調査地位置図（1／200，000）
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2．調査の組織

（1）調査主体　　福岡市教育委員会

教　　育　　長

文化財部長

埋蔵文化財課長

調　査　担　当

一一一一一」一一一

徳永古墳群5

【平成14年度調査時】

生田征生

堺　　　徹

山崎純男

瀧本正志（埋蔵文化財課）

（調査補助）上野裕子　末次由起恵　長浦芙美子　中間千衣子　中村智子　持原良子　山野祥子

（調査協力）石川正志　犬童陽子　久保靖夫　柴田シズノ　末松美佐子　徳安勝也　中村弘大

西田マキエ　平野松賓　深見佳子　森友ナカ

【平成19年度整理時】

教　　育　　長　　　　　　山田裕嗣

文化財部長　　　　　　矢野三津夫

埋蔵文化財第2課長　　　　力武卓治

整　理　担　当　　　　　　瀧本正志（福岡市埋蔵文化財センター）

（整理協力）上野裕子　榊原俊行　末次由起恵　中間千衣子　山野祥子

調査地遠景（北から）
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徳永古墳群第4次

第Ⅱ章　遺跡の位置と歴史的環境

1・遺跡の地理的．歴史的環境＊1

徳永古墳群H群は、今宿平野の西吉臥　福岡市西区大字徳永字アラタ、下引地及び大字女原字土谷、

浅ヶ谷、丸尾にまたがって所在する総基数27基からなる古墳時代後期を中心とする円墳群である。

今宿平野は、東が長垂丘陵によって早良平野と、西は瑞梅寺川によって糸島平野と画される東西

約3－の範囲に広がっている。北は、長垂から今山の間に形成された砂喝を北限とし、今津干潟を介

して糸島半島と接している。砂丘の後背湿地は、近世の干拓によって現在見られるような田園地帯

が広がっているが、かつては西側に入江が深く浸入していたことが分かっている。平野東部の叶岳（標

高339・5m）と高祖山の間には、狭随な扇状地が形成されているが、概して平野は非常に狭小である。

平野内の弥生時代から古墳時代にかけての集落遺跡は、その立地から、砂丘上、平野東部の扇状地、

高祖山北麓の丘陵上先端部の3種類に大別される。

砂丘上の遺跡としては、今宿遺跡がある。弥生時代前期の甕棺墓群や古墳時代の製塩土器、滑石

製魚錘等が相当量出土している。また、砂丘の先端にある今山遺跡は、玄武岩製石斧製作跡として

学史的にも登場する著名な遺跡である。沖積地の遺跡としては、今宿平野の拠点的集落と考えられ

る今宿五郎江遺跡があり、弥生時代後期の大溝から多量の土器や木製品のほか、小銅鐸などが出土

している。

丘陵先端部に位置する遺跡としては、大塚遺跡、女原遺跡、徳永遺跡などがある。このうち、徳

永遺跡では6－7世紀の竪穴住居跡が検出されており、本古墳群の被葬者との関連が想定されるが、

規模は大きくない。また、古代の包含層からは越州窯青磁、緑釉陶器などの官衙的遺物が出土して

おり、大宰府鴻臚館の関連施設である主船司との関係が論議されたが、明確な遺構は検出されなか

った。

今回調査を行った徳永古墳群H群は、1970年、福岡県教育委員会によって「徳永アラタ古墳群」

として確認されたが、1978年に行った本市教育委員会の分布調査により、現在「徳永古墳群H群」

として登録されている。徳永古墳群は、A～H群の8群41基からなり、徳永古墳群を形成する一支群

である。またこれら支群中、H群は最大の規模である。本古墳群は、農地や植林地の造成に伴い、今

回の調査地点を含めてこれまで5次にわたる発掘調査が実施されてきた。このうち18基は現在消滅し

ている。また徳永古墳群は、広義の今宿古墳群を形成する一支群であり、群中最も西側に位置する

支群である。

今宿古墳群は、高祖山（419．5m）北麓の小河川によって八手状に開析された標高10～120m付近の

小丘陵上に分布している。総基数は現在のところ約320基が確認されており、その立地から13～15

の支群に分けられている。

また、今宿古墳群中の前方後円墳は、現在13基が確認されている。古墳群では4世紀中葉から6

世紀前半までの首長墓系譜を遡ることができ、山ノ鼻1号墳－若八幡古墳－鋤先古墳一丸限山古墳

一山ノ鼻2号墳－今宿大塚古墳－下谷古墳一飯氏二塚古墳といった編年が組まれている。これらは

すべてすべて丘陵の先端部に立地しているのに対し、恩納原C－14号填、土谷B－1号填、本村A－1

号填、飯氏B－14号墳は群衆墳の中に混在しており、築造時期も6世紀後半代と考えられる。分布の

あり方など前者とは異なった系譜を持つ新興階層の墳墓群と考えられている。

＊1　本調査地の南接地において発掘調査が行われ、調査報告書が既刊されている。このため、本章については同書において詳細に記載され

ているので記述を転載使用する。

福岡市埋蔵文化財調査報告書第913集「徳永古墳群4」－徳永古墳群H群第5次調査報告書－　2006年　福岡市教育委員会
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1．徳永古墳群H群　2．徳永古墳群　3．飯氏古墳群B群14号墳　4・飯氏古墳群B群　5．丸限山古墳

6．山ノ鼻1号墳　7．山ノ鼻2号墳　8．若八幡宮古墳　9．下引地古墳10．下谷古墳11．大塚古墳

12．女原古墳群13．新開古墳群14．谷上古墳群15．柏原古墳群16．本村古墳群17．焼山古墳群

18．油阪古墳群B群19．鋤先古墳　20．鋤先古墳群A群　21．長垂山古墳群　22．草場古墳群

23．広石南古墳群A群　24．草刈古墳群　25．高崎古墳群　26．広石古墳群　27．笠間谷古墳群　28．野方古墳群

29．野方勧進古墳群　30．羽根戸古墳群　31．羽根戸南古墳群　32．飯盛古墳群　33．金武古墳群

Fig．2　調査地周辺古墳分布図（1／25，000）
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Fig．3　徳永古墳群分布図（1／8，000）
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第Ⅲ章　調査の記録

1・位置と現状

調査地は、背振山系の高祖山から北へ八つ手状に延びる丘陵尾根筋の中程に位置する緩斜面地で、

標高52mを測る。調査地の中央に11号西辺に13号の2基の円墳が残存し、古墳以外の範囲には少数

の果樹が植栽されて既に畑地の様相を呈している。調査地の西および北側は里道建設や開墾により

大規模に開削されている。調査地に南接する地には2基の円墳（10号・12号）が残存し、尾根筋上

を南から10号．12号．13号境が直線的に並んで築かれている。これら3基の古墳はいずれも道路建

設の際に古墳の西半部が破壊されている。11号境は尾根筋からやや東側へずれた位置にあり、平面

形が円形の墳丘形状は遺すものの頂部は深く陥没して古墳主体部が採石のために築造時の状態では

ないことを物語っていた。

2．調査の概要

発掘調査は、2002年（平成14年）6月14日に着手、同年8月29日に調査を終了した。検出した遺構

は、横穴式石室を主体部とする円墳（11号墳）を1基、主体部が破壊欠失している円墳（13号墳）を1基

の計2基である。調査原因の開墾が申請地全面であったことから、古墳周辺における遺構の確認調

査も行ったが古墳以外の遺構を発見することはできなかった。調査中に墳丘土中から縄文時代遺物

の出土をみたことから留意して墳丘土を精査した結果、調査地において縄文時代に生活が営まれてい

たことが明らかとなった。

Fig．4　調査地周辺地形図（1／300）
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Fig．511号墳現況地形図（1／100）

3・11号墳の遺構と遺物

（1）位置と現状

11号境は、北方へ延びる舌状丘陵の鞍部上に築造され、残存確認数27基の円墳からなる徳永古墳

群H群において中程に位置する。墳丘は、後世の採石により墳頂部が大きく陥没しているが辛うじ

て築造時の姿を残しており、裁頭円錐形の形状を呈している°　墳丘の東側裾部において積石の小石

が露出していた。残存する墳丘は2mほどの高まりを示し、草木に覆われていた。

（2）地山整形

本墳は丘陵尾根筋に直行する位置関係、すなわち斜面等高線にほぼ直行して石室を築造してい

る。したがって、古墳築造のための地山成形は丘陵斜面側の掘削と墳丘墓底面の整地という作業か

らなる。斜面側の掘削は、古墳が丘陵尾根筋より僅かに東側斜面に位置することから、通常は尾根

筋を切断する工法が斜面を鍵穴状に地山を削り出す工法となっている。このため、削り出した地山

の地形は、古墳の北方向からは台形を呈するが他の方向からはこの限りではない。周溝の掘削は現

況においては明確な痕跡を確認することができなかった。後世の開削による消滅も考えられるが、

後述する外護列石との位置関係からも当初から備えていなかったと推定される。しかし、古墳が築

造された位置が丘陵斜面状であることを考えると、古墳が小規模ではあるものの築造に伴う墳丘基

底面の削り出しが大規模な地山成形であることに変わりはない。
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Fi9－611号墳地山整形図（1／100）

（3）墳　丘

本境は、墳丘頂部の一部を欠失しているものの周辺に所在する古墳と比べて最も削平を受けた度

合いが低く、現況は築造時の姿を良好な状況で残存していると言える。したがって、残存する墳丘

から築造時の規模．築造技法を十分に復元することは可能である。墳丘の残存高は、基底面から1．3

～1．4m、玄室床面から1．8～1．9m、墳丘裾部の地表面からは西部で1・9m、北部2．5mをそれぞれ測

る。墳丘規模はトレンチにおける封土の状況から、直径12～13m・墳高3．5～4mの規模が想定され

る。墳丘の封土は第一義的には古墳の外形を形作るものであるが、性格的には壁石の安定を目的と

するものと墳丘の形成を目的するものとに大別される。本墳においても同様な事例が認められ、壁

石の安定を目的とする封土もほぼ古墳基底面を境にして二つに区分される。すなわち、古墳基底面

より低い部分である石室掘方内における壁石（腰石）の裏込めの場合は、深さ0．4－0．6mに渡って黄

灰色粘質土等を連続して突き固めている。これに対して古墳基底面より上部の墳丘、すなわち石室

掘方内における壁石（腰石）は、Fig．8に示すように層厚10数cm程を測る封土が雑然と置かれて形成

されている。この墳丘封土の異なりは、石室の腰石を安定させることに力が注がれていることを示

すと共に、古墳築造のポイントが腰石の据え付けにあることを示していると言える。

墳丘土層状況から石室の石積み工程がおよそ2段の石積みを一単位にして墳丘土を積み上げて石

室を完成させると伴に墳丘の外観を形成していることが明らかである。
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Fig－711号墳墳丘遺存図（1／100）
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Fig．911号墳石室俯瞰図（1／40）
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Fig・1011号墳石室実測図（1／40）
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Fig．1111号墳閉塞施設実測図（1／40）
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（4）外護列石

墳丘の北東裾部周縁においては長さ10．5mにわたって外護列石が残っている。外護列石の石積み

高は最大部60cmを測る。石積みの手順は、墳丘土盛り工程が完了した後、①石積みを施す墳丘北東

部裾縁の範囲に位置する墳丘盛土を垂直に立ち切る。②石積みを施す位置に幅20－25cm．深さ10cm

の規模で溝状に地山を掘削して石積みの基礎部を設ける。この施工は、墳丘の土圧による石積みの

崩壊を防ぐために基礎（石）部の滑り防止を目的としたものであろう。③基礎石となる大振りの石

を溝状内に小口積みして外護列石の基礎部を設ける。④基礎石の上に5cmX5cm～35cmX35cmを測る

転石を法面が傾斜角80。～85。程度に野面積みし、石積みと垂直に立ち上がる墳丘壁面との間には裏

込め材の小石を充填する。墳丘東端部では、墳丘裾から立ち上がる外護列石に連続して葺石状に石

積（石敷）きが部分的に残っている。築造時に外護列石が設けられた範囲は、西端部分が築造時の

状況を残しているものの東端部では現状よりさらに南側まで築くいていた可能性が考えられる。こ

の11号境における外護列石の存在理由は墳丘の崩壊を防ぐことを第一義的目的としつつ、副次的に

は装飾的効果も狙っていたと考えられる。

（4）横穴式石室

本墳の主体部は、玄室主軸を約10。30′磁北より西に偏し、南方向に開口、単室の両袖形横穴式石

室である。石室は後世の採石により天井部を欠失し、保存状態は良好とは言えない。調査では玄室、

羨道及び羨道閉塞施設を検出した。玄室は流土．落石によって埋没し、玄室に至っては盗掘を受け

て床面の敷石に至るほどの攪乱を受けていた。石室は長方形プランの玄室と主軸を玄室と同じくす

る羨道との連接からなり、深い掘方内に築造されている。石室全長は、右側壁で4．2m、左側壁で4．4

mを測る。玄室と羨道とを画す玄門部には1石の梱石が配されている。羨道閉塞施設は羨道前半部

に位置する。

A．石室掘方

石室掘方は、ほぼ垂直に掘削が行われ、深さ0・5mを測る。平面形は長方形を呈し、幅3．3m、長さ

4．4mを測る。掘方の底、すなわち墓壙基底面の壁際には、幅35－60cm、深さ10cm前後を測る溝状

の凹みを巡らしている。これは石室の腰石を安定して据え付けるために掘削したものと考えられる。

B．玄　室

玄室は、奥壁幅2．2m、前幅1．95m、左壁長2．85m、右壁長2．72mを測り、羽子板状の平面形を呈

する。奥壁は1．OmXO．45m、1．2mXO・6mの転石を2個、両壁は0．6～1．2mXO．4～0．5m前後の転石

を3個づつ配して腰石としている。腰石の大きさは他の部位に用いられた石と比べて際だった違い

を見せない。腰石は石室掘方基底面の壁沿いに掘られて溝状の凹みに据え付けている。天井部が欠

失している玄室構築の石積みは、奥壁は3段、左右の両壁は4段が残存する。石積み方法、すなわち

石の使い方は、腰石を含む下段では広口積み、中段では横田積みもしくは小口積みが用いられ、総

じて石積みの目地は直線を成していない。玄門の幅は63cmと狭く、使用されている袖石も高さ80cm

の小振りの石である。玄門の両袖石の間に据えている梱石は、幅40cm×長さ70cmX厚さ15cmを測る

扁平石である。玄室床面の左奥壁隅には15cmX15cmほどの扁平石が10石が集中している。石敷きの

一部である可能性が強いが、採石時に詰め石が落下した可能性も否定できない。

C．羨　道

天井石は残存しない。側壁は右側壁長1．2m、左側壁長1．4mが残存し、壁高は0．8mを測る。幅は

玄門近くで0・8mを測る。残存する壁の石積みに腰石に相当するものは認められず、壁に貼り付けた
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様な状況である。このため、残存する状態で天井石を設置した場合には構造的にも耐えられない事

は明らかであることから、築造段階から羨道部に天井石は設けられていなかった可能性が極めて高い。

さらに、構造から11号墳は、羨道部が簡略化され、玄室から直接に前庭部．墓道に連なる形態であ

ったと考えるのが妥当であろう。このような形態の出現は特異なものではなく、6世紀後半以降に見

られる新たな被葬者群の出現と関係するものであろう。

D．閉塞施設

幅67cm×高さ76cmX厚さ21cmを測る一枚の板石を玄門袖石間に据えた梶石上に立てて玄室を閉鎖

している。立石の外側における施工方法は、閉塞の板石から手前1．5mにわたって拳大はどの石を40

cmはど積み上げ、その上部は覆土と石とが混在した状況で閉塞している。残存する玄門部袖石上に

天井石が設置されていた場合でも、閉塞に用いた板石の大きさと玄門部の高さには若干の違いが存

在していることから、板石だけで完全に密封していたとは理解しがたい。

E一　基　道

墓道は、古墳に南接する調査区外へ延びており、その全容を知ることはできない。しかしながら、

石室から南方向へ直線的に伸びるようにU字状に開削された溝状の前鹿部の状況や現況地形から判

断すると、南方向へ延びる墓道は途中から東側に屈曲している可能性が高い。周辺の古墳において

は11号墳を除くすべての古墳が西方向に開口していることから、墓道部分は欠失して不明ではある

ものの西側の谷部へ向かう墓道が設けられていた可能性が高い。このため、11号墳だけが南方向に

石室が開口している点は、単に古墳築造位置の制約に起因するとは考えられない。

（5）出土遺物

遺物は古墳築造に関係する物とその他の時代とに分かれ、その出土量は極めて少ない。古墳築造

期の遺物は、玄室内からガラス玉・鉄鏃、羨道から須恵器の短頸壺・高坏・扁壺、墳丘から須恵器坏、

墳丘周辺から須恵器平瓶がそれぞれ出土している。古墳築造前の遺物は、墳丘封土から縄文土器．

黒曜石製石鏃．磨製石斧．打製石斧状石器等が出土している。

A．須恵器

短頸壺の7は鹿部を欠失する。半球形の下半部はヘラ削りによる整形。口緑部は先細り気味に直に

立ち上がり、端部はヨコナデにより尖り気味である。胎土は、外面が暗育灰色、内部はセピア色を

呈し、0．5～2cmほどの長石紗粒を多く含む。復元される胴部最大径は10．4cm、口径は8．4cm。平瓶の

1は鹿部径9～9．5cm、胴部最大径15cm、復元口径7．5cm、復元器高12cmを測る。胴部は扁平な球状を

呈し、カキ目により整形している。口縁は外反気味に直線的に立ち上がる。胎土は、外面が暗青灰色、

内部はセピア色を呈し、0．5～1cmほどの長石砂粒を含む。扁壺の4は扁平な胴部の大半を欠失する。

成形は提瓶と同じくし、成形のカキ目をナデ消している。胎土は、外面が灰色、内部はセピア色を

呈し、0．5－2cmほどの長石砂粒を多く含む。5は高坏の坏部、6は脚部の破片で、同一個体片と思わ

れる。口縁は外反しながら立ち上がり、口縁端部は丸く仕上げている。脚部には三ヶ所に透かしを

施し、坏部との接合は少量の粘土を接合部に巻き付けている。胎土はいずれも外面が灰色、内部は

セピア色を呈し、0．5～1cmほどの長石紗粒を多く含む。坏の2は鹿部を欠失する。体部は底が浅い。

口緑はやや内傾しながら直線的に立ち上がり、端部はヨコナデで丸く仕上げている。外面の鹿部近

くだけヘラ削り整形している。胎土は、外面が暗青灰色、内部はセピア色を呈し、0・5mmはどの長石

砂粒を僅かにむ。復元される口径は11．2cm。
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B，鉄　器

鉄製品は玄室内から鉄鏃及びその破片が出土している。

80001の鏃身は小さく鋭く、箆被幅より僅かに大きい膨らみをもつ柳葉形である。鏃身の全長2．6

cm、幅1．1cmを測る。長い箆被の断面形は央部が長方形で基部近くが方形を呈する。

C．ガラス製品

玄室内床面から、ガラス製の丸玉が1点出土している。

70009は径8cmを測るガラス製の丸玉で、深い藍色を呈している。

D，石　器

墳丘及びその周辺からは古墳の築造及び祭祀に関係しない遺物である石鏃や石斧状石器、さらに

は黒曜石の石刃や剥片が数多く出土している。

石鏃

石鏃は3点出土している。70008は尖頭部を欠く、サヌカイト製の無茎石鏃である。残存長2．5cm、

最大幅1・6cm、厚味0．5cm。70004は黒曜石製で、上半部を欠く。残存長1．9cm、最大幅2・1cm、厚味

0．4cm。70007はほぼ完形の黒曜石製無茎石鏃で、極めて丁寧な造りである。全長3．7cm、最大幅1．6

cm、厚味0・7cm。70005は黒曜石の縦長剥片を素材とした石刃。一部に原石面を残し、対する縁に加

工を試みた痕跡を残す。70003は黒曜石の縦長剥片。素材は極めて透明感がある。黒曜石すべて腰岳

産のものである。

石斧

70002は今山産の太型蛤刃磨製石斧片である。刃部近くの破片で、使用の際に器面が剥離したも

のである。

石斧状石器（起耕具）

70001は全長13・7cm、最大幅6．3cm、最大厚2．1cmを測る打製石斧状の石器である。器面の風化が

激しい。刃部は薄く1．2－0．8cmを測るが基部側は厚く、全体的に反りを呈する。基部の側面には明

瞭な挟状の凹みがある。形態的には石斧状を呈するが、起耕具の可能性が高いと考えられる。

石刃

70005は全長4．3cm・最大幅1．8cmを測る黒曜石の縦長剥片で、片側面に原石面を残す。他方の側

緑には長さ1．2cmを測る使用痕跡が認められる。70003は全長3．4cm．最大幅1．8cmを測る黒曜石の縦

長剥片である。片方の側緑には長さ1・5cmを測る使用痕跡が認められる。

E．縄文土器

甕形土器の破片が3点出土している。1点は口縁部近く、他は胴部片であり、同一個体の可能性

が高い。内面に条痕文を残し、口緑部下に巡らした凸帯に縦方向の刻み目を施す。

4．13号墳の遺構と遺物

13号墳は11号墳の西15mに位置する古墳で、主体部をはじめ古墳の大半が道路建設時に欠失し

ている。現況は円墳を想定させる程度の墳丘一部だけが残存し、石室の主体部構造や規模は不明で

ある。調査では現況地形測量と墳丘土層断面の観察にとどめた。遺物などは出土していない。

科学的根拠を全く有しない状況下ではあるが、13号境の築造年代は徳永古墳群H群の造営時期の範

疇に入るものと思われる。
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徳永古墳群第4次

Fig．1211号填羨道部出土遺物実測図（1／3）

10cm

Fig・1311号墳墳丘出土遺物実測図（1／3）

5cm

00004

載。。。。

1

F直1411号墳墳丘据部出土遺物実測図（1／3）

3cm

～一一一一一」

Fig．1511号墳石室内出土遺物実測図（1／2）　　　　　Fig．1611号填墳丘出土遺物実測図（1／1）
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70001※

0　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　10cm

Fig．1711号墳墳丘出土石器実測図（1／1・1／2※）
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第Ⅳ章　小　結

本調査におけるいくつかの問題点を列記し、今後の周辺調査における結果を待ちたい。

古墳時代の遺構

今回調査を行った徳永古墳群H群の11号境は、両袖式単室の横穴式石室を主体部とし、墳径12－

13m・墳高3．5－4mの規模が推定される円墳であった。詳細な石室の規模や追葬回数などについて

は後世の破壊などにより不明であるが、古墳の築造時期は閉塞施設出土の供献土器などから6世紀後

半期と想定される。絶対的な根拠を有しているわけではないが、古墳の築造時における被葬者の生

活基盤は古墳が立地する丘陵東側の谷地形に開かれた女原地域にあると推定される。その理由として、

11号墳墳丘の外護施設の状況が挙げられる。同古墳における外護列石の石積み範囲は墳丘全体に施

されているわけではなく、墳丘の東半分に限定されている。11号境の外護列石範囲が尾根の傾斜及

び地盤などの関係から墳丘土圧の影響を強く受ける範囲と重なっていることから、外護列石の存在

意義が墳丘土の保全確保を第一義的とすることは明らかである。さらに、意識的かどうかは不明で

あるが、外護列石の副次的産物として、墳丘の視覚効果を高めることとなる。この点を最も理解で

きる範囲は、古墳の立地関係や施工範囲から、先に述べた古墳東側に広がる女原地域に限られるの

である。11号墳の南に位置する10号墳においても墳丘に同様な施工が行われていることから、外護

列石が少ない労力と資材により古墳の視覚効果、すなわち被葬者の埋葬以降の存在感を強く示すた

めに行われたと考えられる。

縄文時代の遺構

先述したように11号墳の墳丘土内からは古墳築造前代の所産である縄文時代後期の甕形土器、石

鏃などが出土しているが、特に注目すべき点は黒曜石の大小の剥片が48点出土していることである。

墳丘造成土は古墳が立地する丘陵、それも古墳周辺の掘削した土を用いていたと考えると、形状が

異なる細片も含まれた剥片が集中的に出土している事実は、11号墳の立地する丘陵上に縄文時代の

住居が存在していた事を強く示唆するものと考える。周辺地における縄文時代の生活に関する存在は、

本調査地に南接する第5次調査においても黒曜石を含めた同時期の関連遺物の出土報告が成されてい

ない。このため、出土資料が示す遺構は、定置的かつ長期的集落では無く、11号境を中心とした極

めて狭小な範囲に短期間存在したことを示すものである。

11号墳の所在する丘陵における縄文時代の様相については今後の周辺調査に期したいところだが、

同丘陵の大半は既に畑地造成や土取り等の開発行為により往時の景観を残していないことから極め

て絶望的である。このため、周辺丘陵などの調査時には、この点を留意しながら行う必要があろう。
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図　　版

第11号墳調査風景（南から）
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調査地周辺航空写真（撮影：1975年　昭和50年）
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調査地周辺航空写真（撮影：2001年　平成13年）
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（1）11号墳調査前全景（北から）

（2）11号墳墳丘遣存状況（北から）
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（3）11号墳墳丘除去後全景（北から）
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徳永古墳群5

（2）11号墳墳丘西区遺存状況（南から）

（3）11号墳墳丘東区遺存状況（南から）
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（1）11号墳玄門部閉塞状況（北から）

（2）11号墳玄門部閉塞状況（西から）
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徳永古墳群5

（1）11号墳羨道上部閉塞状況（南から）

（2）11号墳羨道下部閉塞状況（南から）

（3）11号墳羨道部全景（南から）
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（1）11号墳主体部完掘状況（南から）

（3）11号墳主体部完掘状況（東から）
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徳永古墳群5

（1）11号墳玄室全景（南から）

（2）11号墳玄室奥壁残存状況（南から）

（4）11号墳西側壁北半部残存状況（東から）

恵芸－．
（6）11号墳東側壁北半部残存状況（西から） （7）11号墳東側壁南半部残存状況（西から）
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（1）11号墳墳丘外護石積断面状況（西から）

（2）11号墳墳丘北区外護石積遺存状況（北から）
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（5）11号墳墳丘東区外護石横道存状況（東から）
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（4）11号墳墳丘東区外護石積遺存状況（東から）
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（7）11号墳墳丘東区外護石積遣存状況（東から）　（6）11号墳墳丘東区外護石積遣存状況（東から）
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徳永古墳群5

（1）11号墳墳丘外護石積基礎部遣存状況（東から）
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